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西部地域におけるヤクシカ関連の調査結果と現状等 

 

表3－1－1  西部地域におけるヤクシカ生息密度、植生への影響、捕獲の現状 

項目 ヤクシカ生息密度、植生への影響、捕獲の現状 

植生・絶滅危惧種

への影響 

・希少種はほとんど見られない。萌芽への食害がひどい。樹皮剥ぎ被害が出ている。 

・西部林道の固定調査区では、稚樹の死亡率が増加している（好まれる種、中間種で97年以

後増加、03年には避けられる種でも増加）。しかし、稚樹密度は減っていない（幸田博士論

文）。 

・西部林道では、ヤクシマアジサイなどのシカが好む林床植物が減少している（第一回ＷＧ

資料）。 

・西部林道では、カシノナガキクイムシの被害木（マテバシイ等）における萌芽がシカの摂

食を受け、萌芽による更新が阻害されている（垂直分布調査）。 

・ブナ科樹種の萌芽枝の食害率は約80%から100％とほぼ壊滅的な被害を受けており更新阻害

が発生している。（H22共存事業） 

・国割岳西側斜面の植生垂直分布調査によると、この10年で下層植生の構成種が変化してき

ており、イヌビワ、ボチョウジ、ヤクシマアジサイ等の低木や、アオスゲ、ツワブキ、サク

ララン等の草本・ツル植物が減少し、ヒサカキ、アリドウシ、シキミ等の低木やハスノハカ

ズラ、ホウロクイチゴ、クワズイモ等の草本やウラジロ、コシダ、ホソバカナワラビ等のシ

ダ類が増加してきている（垂直分布調査）。 

・西部地域2箇所におけるヤクシカ被害ライン調査によると萌芽、低木、草本への被害を受け

た種数は、計38種であり、その中には不嗜好性のアリドオシ、コシダ、ホウロクイチゴ、ホソバカナ

ワラビ、マンリョウなども含まれている。 

・上記の被害の種類は、枝葉の被食が27種、マテバシイなどの萌芽への被食が11種、ヤクタネゴヨウ

を含む角研ぎは15種に対して行われていた （H21･22年度共存事業）。 

ヤクシカの生息密

度の現状 

高密度である。 

・西部林道（96.7頭/km2）、大川林道入口（59.8頭/km2）、花山歩道（27.3頭/km2）、栗生（7

1.7頭/km2）。 

植生・絶滅危惧種

への影響 

・希少種はあまり見られない。萌芽への食害がひどい。樹皮剥ぎ被害が出ている。 

平成22年度の捕獲

実績 

遺産地域内での捕獲実績はない。それ以外の捕獲実績は、 

【森林管理署】 

・大川林道（106頭）。 

【猟友会】 

・一湊地区（131頭）、永田地区（190頭）、栗生地区（116頭）。 
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西部地域のヤクシカ関連調査箇所 
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１）糞粒法調査結果（西部地区）
• 西部林道沿いの低標高地域（標高200～300ｍ）における推定密度は、平均632.3頭/㎢（レ

ンジ：304.7～1,287.5頭/㎢）

• 使用する推定プログラムにより差異が大きい。

• 推定プログラム別にみると、「FUNRYU Ver.1.2」の推定密度が最も多く平均1,287.5頭/㎢、

次いで「FUNRYU Pa」及び「FUNRYU Lm」の推定密度は「FUNRYU Ver.1.2」の４分の１程度

である。
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№1

(半山地区)

№2

(川原地区)

№3

(ヒズクシ地区)

№4

(カンカケ地区)

№5

(川原東地区)

推
定
個
体
数

(頭
/㎢

)

第１回調査

第２回調査

糞粒法による標高地区別推定頭数
（単位：頭/㎢）

プログラム
低標高
地域

高標高
地域

FUNRYU
Ver.2.1

1,287.5 152.5

FUNRYU Pa 304.7 36.1

FUNRYU Lm 304.7 36.1
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３）スポットライトカウント調査結果
（西部地区）

• 全区間で276頭/㎢と推定。

• 平成21年度と比較して調査時期が違うものの約1.5倍に増加した。

• なお、本年度のスポットライトカウント調査で推定した個体数は、糞
粒調査で「FUNRYU Pa」及び「FUNRYU Lm」の推定密度プログラ
ムを用いて推定した約300頭/㎢と同程度の値となっている。

スポットライトカウント法による西部林道沿いの推定頭数

調査延長(ｍ) 視認面積(㎢) 確認個体数(頭) 推定個体数(頭/㎢)

12,000 0.2970 82 276.1

8
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４）ヤクシカの生息
分布の推測

• 生息調査結果から、標高別の頭数を推定し、

西部地域（面積：854.7ha）に生息する総頭数

を推定した。

• 西部地域では標高が低い箇所から高い箇所

に移動するにつれて、ヤクシカの頭数が減少

する傾向が見られた。

標高区分
(ｍ)

面積
(ha)

標高帯別推定
頭数(頭/㎢)

推定頭数
(頭)

80～230 54.52 300.66 163.9

231～310 113.25 250.60 283.8

311～450 201.79 150.31 303.3

451～590 173.56 75.14 130.4

591～730 137.91 37.63 51.9

731～910 113.46 17.54 19.9

911～1,320 60.22 10.03 6.0

合計 854.71 － 959.2
9
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平成21年度 野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備調査
（屋久島地域）結果より（その2）

【 糞粒調査結果 】

（注）シカ密度推定プログラム「FUNRYU（岩本他2001）」により密度推定を行った。

・ この計算では、糞粒の分解速度を考慮していないことから、第2回目の調査
結果を採用した。その結果、推定生息密度は、557.7～1,068.7頭／km2と非常
に高い数値となった。
・ この値は、調査方法がピンポイントの密度を把握する方法とした点と、西部
林道沿いで調査された点を考慮し、林道沿いの限られた範囲での調査結果の
推定値として取り扱うこととした。

（出典）平成21年度 野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備調査（屋久島地域）報告書：九州森林管理
局（平成22年3月）

平均糞粒数 推定個体数 平均糞粒数 推定個体数 平均糞粒数 推定個体数

（個） （頭/km2） （個） （頭/km2） （個） （頭/km2）

第1回調査（H22.1.23） 29.16 404.2 48.99 679.2 44.32 614.4

第2回調査（H22.2.21） 12.29 557.7 23.55 1,068.7 16.06 728.8

№1（半山地区） №2（川原地区） №3（シズクシ地区）

平成21年度 野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備調査
（屋久島地域）結果より（その3）

【 糞粒調査結果 】

糞塊調査結果から糞塊分布図を作成し下図に示す。

〔№１（半山地区）〕 〔№２（川原地区）〕 〔№３（シズクシ地区）〕

調査結果をもとに、糞塊回数と標高との関係性を検討した。
・ 糞塊は、標高600ｍを超えると少なくなるので、高標高域では生息密度が低くなるものと思われる。
・ しかし、３地区を比較すると、生息密度が比較的低い半山地区（№1）では、標高差に関係なく糞塊
数が多かった。一方、生息密度の高い川原（№2）・シズクシ（№3）地区では、標高が高くなるにつれ糞
塊数が減少していた。
・ これは、調査地の地形が異なる影響も考えられるが、標高600～800ｍ程度を境に、スダジイ・ウラ
ジロガシ・マテバシイ等が生育している照葉樹林から、イスノキ・アカガシ等が生育する照葉樹林へと
林相が変化し、下層植生が変化することの影響も考えられ、今年度は、より高標高域における調査を
実施し、その解明に努めている所である。

（出典）平成21年度 野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備調査（屋久島地域）報告書：九州森林管理
局（平成22年3月）
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平成21年度 野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備調査
（屋久島地域）結果より（その4）

【 ライトセンサス調査結果 （その1） 】

ライトセンサスは、西部林道北部の観音崎から南部瀬切橋の12km間にて、平成22年1月23日19時

～22時40分の間実施した。

調査の結果を下表に示す。全区間において76頭（186.0頭/km2）が確認された。この結果、糞粒調

査結果と同様に、高密度の生息結果となった。

（出典）平成21年度 野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備調査（屋久島地域）報告書：九州森林管理
局（平成22年3月）

視認面積 確認個体数 確認個体数

（km
2
） （頭） （頭／km

2
）

１．半山 （観音崎）0～4,000ｍ 0.1338 24 179.3

２．川原 4,001～8,000ｍ 0.1482 26 175.5

３．ヒズクシ 8,001～12,000ｍ（瀬切橋） 0.1266 26 205.4

0.4086 76 186

区　間

全区間　10,200ｍ
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平成21年度 野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備調査
（屋久島地域）結果のまとめ

• 糞粒調査結果によると、西部林道沿い3箇所の推定生息密度は、林道沿
いの限られた範囲での推定値ではあるが、約558～1,069頭/km2と非常に
高い数値となった。今年度も調査を継続し、傾向を明確にする予定である。

• 標高別糞塊調査結果によると、標高600ｍを超えると糞塊は少なくなって

いたが、生息密度が相対的に少ないラインでは、標高差に関係なく一定数
の糞塊が確認された。今年度は、さらに高標高域の調査を行い、植生や地
形、標高と糞塊数、生息数との関連性の検討を行う予定である。

• ライトセンサス調査結果によると、西部林道12km区間内に76頭（186頭
/km2）と高密度のヤクシカが確認された。

• 調査時間内（19:00～22:40）のヤクシカは、休息している個体が60％以

上と多く、昼間ヤクザルに共生し採食している個体が多いこととの関連性
が指摘された。

• また、区間別に、成獣・幼獣・子供、オス・メス頭の個体数に差が見られ、
今年度の調査では、それらの傾向の理由を明確にすることが望まれる。

（出典）平成21年度 野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備調査（屋久島地域）報告書：九州森林管理
局（平成22年3月）
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西部の植生垂直分布調査箇所

 

0m ﾌﾟﾛｯﾄ 200m ﾌﾟﾛｯﾄ 
400m ﾌﾟﾛｯﾄ 

600m ﾌﾟﾛｯ

ﾄ 

800m ﾌﾟﾛｯﾄ 

1000m ﾌﾟﾛｯﾄ 

1200m ﾌﾟﾛｯﾄ 

1300m ﾌﾟﾛｯ

ﾄ 

N  30°20′40.80″ 

E 130°23′04.99″ 

N  30°20′43.03″ 

E 130°23′34.49″ N  30°20′42.38″ 

E 130°23′46.52″ 

N  30°20′42.78″ 

E 130°23′58.33″ 

N  30°20′43.73″ 

E 130°24′05.47″ 

N  30°20′51.14″ 

E 130°24′25.03″ 

N  30°20′54.80″ 

E 130°24′38.16″ 

N  30°20′57.39″ 

E 130°24′42.28″ 

1300 ｍ
プロット

1200 ｍ
プロット

800ｍプロット

600 ｍ
プロッ
ト400ｍプ

ロット

200ｍプ
ロット

以下、西部の例

 

屋久島生物部によるヤクシカ・モニタリング結果（その1）

西部林道では、2006～2009年の間、ヤクシカの目撃数は増えていない。

川村（屋久島生物部）等は、2006年以後4年間、西部林道、小瀬田林道、小瀬田町営牧場（長峰牧
場）にて、ライトセンサスによるシカの生息調査を実施している。

【 西部林道におけるライトセンサスによるヤクシカ目撃数 】

（出典）屋久島におけるヤクシカ・モニタリング調査について（川村貴志〔屋久島生物部代表〕：平成22年度 (第1回)

屋久島野生動物保護管理ミーティング資料：2010.4.27より）
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西部の標高別草本層における標高別の出現種の5年間の経年変化（その1）
標高 増加種 減少種 変化なし  

標高 

0ｍ 

木

本 

ハマヒサカキ、アリドウ

シ、ホウロクイチゴ 

モクタチバナ、イヌビワ、ヒメユズリ

ハ、ガジュマル、カンコノキ、エビヅ

ル、シマイズセンリョウ 

シャリンバイ、  

草

本

等 

ハスノハカズラ、マメヅ

タ、ウラジロフジウツギ、

クワズイモ、ホソバカナワ

ラビ 

アオスゲ、ツワブキ、サクララン、ツ

ルモウリンカ、オニヤブソテツ、コケ

ミズ、ツボクサ、オニタビラコ、カタ

バミ 

タマシダ、ウスバイシカ

グマ、ワラビ 
 

 

備

考 

アコウ・ヤマモモ（木本）、コナスビ（草本）の増減については、岩間や根の間のシカが食べ

ることができない場所に生育していたので対象から外した 
 

 

標高 

200ｍ 

木

本 

ヤブツバキ、ヒサカキ、

フカノキ 

サカキ、モクタチバナ、イヌガシ、タ

イミンタチバナ、アデク、ボチョウジ、

センリョウ、クロバイ、サンゴジュ、

ホウロクイチゴ、タブノキ、フユイチ

ゴ、 

バリバリノキ、サザンカ、

クロキ、シラタマカズラ 
 

 

草

本

等 

ホソバカナワラビ、ヒメ

イタビ、マメヅタ 

オキナワシタキソウ、ハスノハカズ

ラ、シシラン 

－  

標高 

400ｍ 

木

本 

シキミ、ヒサカキ、アリ

ドウシ 

イスノキ、アデク、ヤマモモ、クロバ

イ、オニクロキ、サクラツツジ、クロ

キ、サザンカ、センリョウ、シャリン

バイ、ツクシイヌツゲ、ホウロクイチ

ゴ、ヤクシマアジサイ 

マテバシイ、イヌガシ、

タイミンタチバナ、モッ

コク、ヤブツバキ、ミミ

ズバイ、シラタマカズラ、

マンリョウ 

 

草

等

等 

ヒトツバ ヨゴレイタチシダ、コシダ、ヒメハシ

ゴシダ、ヤクシマアジサイ 

ヤッコソウ、ヒメイタビ、

ウラジロ 
 

 

備

考 

ボチョウジ・ヤクタネゴヨウ（木本）の増減については、岩間や樹上のシカが食べることが

できない場所に生育していたので対象から外した 
 

 

標高 

600ｍ 

木

本

類 

イスノキ、イヌガシ、ク

ロバイ、サクラツツジ、

サカキ、ヤブツバキ、ヤ

マモモ、シキミ、アデク、

クロキ 

バリバリノキ、サザンカ、マンリョウ、

センリョウ、アリドウシ、モクタチバ

ナ、ヤクシマアジサイ、ヤブムラサキ 

ヒサカキ、ヤクタネゴヨ

ウ、オニクロキ、ハナガ

サノキ、シマイズセンリ

ョウ 

 

草

本

等 

ヨゴレイタチシダ、ホソ

バコケシノブ、マメヅタ、

ヤクカナワラビ 

カツモウイノデ、ホウロクイチゴ、ハ

スノハカズラ、キダチニンドウ、タマ

シダ、ヤクシマツチトリモチ、アツイ

タ、イヌマタシダ、カゴメラン、チケ

イラン 

ヒメイタビ、コシダ、ウ

ラジロ、ツルホラゴケ、

ノシラン 

 

 

 

備

考 

スダジイ・ボチョウジ（木本）、カンツワブキ・シシラン・コウヤコケシノブ（草本等）の増

減については、岩間や樹上のシカが食べることができない場所に生育していたので対象から

外した 

 

 

 

 

（注）平成16～21年の5年間に下層植生（草本層）の出現小プロット数の増減・変化なしの植生種を表示

※シカの忌避植物が増加し、嗜好植物が減少する傾向が見られる

西部の標高別草本層における標高別の出現種の5年間の経年変化（その2）

（注）平成16～21年の5年間に下層植生（草本層）の出現小プロット数の増減が見られた植生種

標高 増加種 減少種 変化なし  

標高 

800ｍ 

木

本 

イスノキ、シキミ、サク

ラツツジ、ヒサカキ、ハ

イノキ、アセビ、アデク 

クロバイ、サカキ、サザンカ、イヌガ

シ、オニクロキ、ヤブツバキ、バリバ

リノキ、アリドウシ、マンリョウ、ク

ロキ、モクタチバナ 

センリョウ、マメヅタ  

草

本

等 

コウヤコケシノブ、ヨゴ

レイタチシダ、ホソバノ

コギリシダ 

カツモウイノデ、キジノオシダ ホソバカナワラビ、ホコ

ザキベニシダ、ホソバコ

ケシノブ、ヒトツバ、タ

カサゴキジノオ 

 

 

 

備

考 

アカガシ・タイミンタチバナ（木本）、ヒメイタビシダ・ヒメハシゴシダ・ヘラシダ・シシラ

ン・ヤクカナワラビ・オニクラマゴケ・ヤクシマタツナミ（草本等）の増減については、岩

間や樹上のシカが食べることができない場所に生育していたので対象から外した 

 

 

標高 

1000ｍ 

木

本 

クロバイ、シキミ、サク

ラツツジ、サカキ、ヒサ

カキ、オニクロキ、バリ

バリノキ、アリドウシ、

マメヅタ、マンリョウ 

イヌガシ、ハイノキ、サザンカ、ヤマ

グルマ、ホウロクイチゴ、ヒメシャラ、

ヒメヒサカキ 

センリョウ、  

草

本

等 

ホソバノコギリシダ、ヒ

トツバ、コウヤコケシノ

ブ、ヒメツルアリドウシ 

ノキシノブ、ヒメハシゴシダ、ヤクシ

マツチトリモチ、サンショウソウ、ツ

リシュスラン 

コバノイシカグマ、ホソ

バコケシノブ、ホソバノ

コギリシダ 

 

 

備

考 

シシラン（シダ類）の増減については、樹上のシカが食べることができない場所に生育して

いたので対象から外した 
 

 

標高 

1200ｍ 

木

本 

－ ヒイラギ、ツルアリドウシ、モクレイ

シ、サルトリイバラ、シロダモ、イワ

ガラミ 

スギ、ハイノキ、ソヨゴ、

サクラツツジ、オニクロ

キ、シキミ、イヌガシ、

サカキ、ヤブツバキ、ア

セビ、ヒサカキ、ヒメヒ

サカキ、ヒメアリドウシ 

 

草

本

等 

－ ホソバコケシノブ、チャボシライトソ

ウ、ホソバトウゲシバ 

ベニシダ、サンショウソ

ウ、オオクボシダ、オサ

シダ、ウスヒメワラビ 

 

備

考 

オオゴカヨウオウレン・ヤクシマスミレ（草本等）の増減については、岩上のシカが食べる

ことができない場所に生育していたので対象から外した 
 

 

標高 

1300ｍ 

木

本 

サカキ － アセビ、サクラツツジ、

ヤクシマミツバツツジ、

ハイノキ、シキミ、ヒメ

ヒサカキ、ツクシイヌツ

ゲ、コツクバネウツギ、

アオツリバナ、タンナサ

ワフタギ、マメヅタ 

 

 

 

 

 

草

本

等 

－ － キッコウハグマ、モミジ

バキッコウハグマ、ミヤ

マウズラ、カミガモシダ、

ヒメノキシノブ、ヒメハ

シゴシダ、オオクボシダ 

 

 

 

 

 

※シカの忌避植物が増加し、嗜好植物が減少する傾向が見られる
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西部におけるシカ採食被害調査プロット
－ 期間内における稚樹の採食状況及び自動撮影カメラ調査 －

 

□：天然林の更新動態調査プロット 

   （T1～T5・A1プロット） 

T2 T4 

T3(上・下) 

200m 

400m 

600m 

250m 560m 

450m 

Ｔ尾根 

T5 

西
部
林
道 

Ａ尾根 

A1 

T1 

Ｎ  30°20′42.27″ 

Ｅ130°23′37.40″ 

Ｎ  30°20′42.78″ 

Ｅ130°23′58.33″ 

Ｎ  30°20′26.31″ 

Ｅ130°23′54.65″ 

Ｎ  30°20′42.78″ 

Ｎ  30°20′42.38″ 

Ｅ130°23′46.52″ 

Ｎ  30°20′42.78″ 

Ｅ130°23′58.33″ 

Ｎ  30°20′42.78″ 

Ｅ130°23′58.33″ 

Ｎ  30°20′42.78″ 

Ｅ130°23′58.33″ 

Ｎ  30°20′41.81″ 

Ｅ130°23′57.23″ 

Ｎ  30°20′42.78″ 

Ｅ130°23′58.33″ 

Ｎ  30°20′43.03″ 

Ｅ130°23′34.49″ 

Ｎ  30°20′42.78″ 

Ｅ130°23′58.33″ 

（注）プロットの大きさは、25㎡（5×5ｍ）～150㎡（15×10ｍ）

西部におけるシカ採食被害調査プロットにおける稚樹の採食状況調査

 
(m)  ↑斜面上

0.0              

5.0 95 92

119 111 93 91

112 118 106 94 89

113 114 105 107 88 85

137 123 120 110 109 83

4.5 122 117 121 101 108 96 90 87 84

115 103 82

145 132 131 116 100  97 86

98 81 80

144 134 130 124 104 99 78 76

4.0 133 79 69 67 77

139 125 102 75 71 68 64

138 128 72 62 63

142 73 70 61

135 129 60

3.5 143 74 65 66 58 59

136 127 57

128 56

53 41

54 40 42

3.0 149 55 39 52

159 140 51 48 38 43

50 46

146

188 157 35 47

2.5 141 49 34

153 147 33

45

165 162 44 37

36

2.0 150 148 30

28

164 156 31

151 32 29

1.5 25 27

163 152 16 22 26

154 24 23

158 14 21 17

166 15 20

1.0 155 18 13

167 160 11 19

175 5

161 12 10 9

174 168 4 8

0.5 184 2

172 169 170 183 185 3 1 6

173 186

171 176 7

177 178 179 180 181 182 187

0.0               

傾斜：１８° 斜面方位：N25°W ↓斜面下

0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

3.5 4.0 4.5  5.0 (ｍ)

倒木

3.0 3.5 4.0 4.5  5.0 (ｍ)

摂食によって枯死が確認され
た種。設定時の枯死も含む

№

№

№

№

№

設定時も3箇月後も摂食され
ていない種

設定時は摂食がなかったが、
3箇月後は摂食が確認された
種

設定時に摂食が確認された
種。設定期間内の摂食の有無
は問わない

設定時に生育が確認された
が、3箇月後に生育が確認さ
れなかった種。設定時の摂食
の有無は問わない

健全

期間内摂食

設定時摂食

消滅

摂食枯死

（注）調査期間は、平成19年度が10～1月、
平成21年度が12～3月の4箇月間
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シカの採食状況（その1）

サクラツツジ萌芽枝の採食

ウバメガシ萌芽枝の採食

ホソバカナワラビの採食

ヨゴレイタチシダの採食

 

シカの採食状況（その2）

マテバシイ萌芽枝の採食

ヤマモモ低木の採食

タイミンタチバナ稚樹の採食

ウラジロガシ稚樹の採食
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西部におけるシカの採食被害調査結果（その1）
－ 出現種と被害本数との関係（H19.10～H20.1）－

 

0 500 1000 1500 2000 2500 

ホソバカナワラビ

アデク

タイミンタチバナ

ヨゴレイタチシダ

クロバイ

アリドウシ

ボチョウジ

イスノキ

ミミズバイ

センリョウ

イヌガシ

ヤクタネゴヨウ

ヒサカキ

シキミ

ヤブツバキ

クロキ

サクラツツジ

マテバシイ(萌芽枝)

サカキ

サザンカ

モクタチバナ

バリバリノキ

ウラジロガシ(萌芽枝)

(本/ha)

設定時食害

期間内食害

健全

萎れ枯死

消滅

※ 採食被害の有無と嗜好性、非嗜好性の相関関係が見られる
既に消失した種もあり、これは含まない。  

西部におけるシカの採食被害調査結果（その2）
－ 出現種と被害の比率との関係（H19.10～H20.1）－

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ホソバカナワラビ

アデク

タイミンタチバナ

ヨゴレイタチシダ

クロバイ

アリドウシ

ボチョウジ

イスノキ

ミミズバイ

センリョウ

イヌガシ

ヤクタネゴヨウ

ヒサカキ

シキミ

ヤブツバキ

クロキ

サクラツツジ

マテバシイ(萌芽枝)

サカキ

サザンカ

モクタチバナ

バリバリノキ

ウラジロガシ(萌芽枝)

設定時食害

期間内食害

健全

萎れ枯死

消滅

※ 採食被害の有無と嗜好性、非嗜好性の相関関係が見られる
既に消失した種もあり、これは含まない。  
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西部におけるシカの採食被害調査結果（その3）
－ 出現種と被害本数との関係（H21.12～H22.3）－

※ 採食被害の有無と嗜好性、非嗜好性の相関関係が見られる
既に消失した種もあり、これは含まない。

西部におけるシカの採食被害調査結果（その4）
－ 出現種と被害の比率との関係（H21.12～H22.3）－

※ 採食被害の有無と嗜好性、非嗜好性の相関関係が見られる
既に消失した種もあり、これは含まない。  
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西部におけるシカの採食被害調査結果（その5）
－ 出現種別のシカによる摂食割合（採食被害割合）の関係 －

嗜好性

アリドウシ 0 ％ 低い マンリョウ 0 ％

クロバイ 0 ％ ホウロクイチゴ 0 ％

ミミズバイ 0 ％ シキミ 0 ％

センリョウ 0 ％ サザンカ 0 ％

ヤクタネゴヨウ 0 ％ センリョウ 3 ％

シキミ 0 ％ アリドオシ 4 ％

ヤブツバキ 0 ％ クロバイ 17 ％

クロキ 0 ％ ヤブツバキ 18 ％

サザンカ 0 ％ アデク 28 ％

モクタチバナ 0 ％ イヌガシ 29 ％

クロバイ 0 ％ ミミズバイ 33 ％

アデク 10 ％ ヤブニッケイ 33 ％

ヒサカキ 16 ％ クロキ 35 ％

イスノキ 33 ％ サクラツツジ 43 ％

サクラツツジ 36 ％ タイミンタチバナ 45 ％

ヨゴレイタチシダ 44 ％ イスノキ 46 ％

サカキ 50 ％ バリバリノキ 50 ％

ホソバカナワラビ 54 ％ ヒサカキ 50 ％

イヌガシ 60 ％ ウラジロガシ（萌芽枝） 54 ％

タイミンタチバナ 73 ％ ヤマモモ 75 ％

ウバメガシ（萌芽枝） 75 ％ ウバメガシ（萌芽枝） 75 ％

マテバシイ(萌芽枝) 100 ％ ボチョウジ 100 ％

バリバリノキ 100 ％

ウラジロガシ(萌芽枝) 100 ％

ボチョウジ 100 ％ 高い

平成21年度摂食割合平成19年度摂食割合

 

西部地域の植生垂直分布調査結果における
ヤクシカによる採食の影響について

• 西部地域では、ヤクシカの食痕が残り、明らかにヤクシカの採食により枯
死した低木も各所に数多く見受けられる。

• 特に、マテバシイやスダジイなどのシイ・カシ類の萌芽枝や、ボチョウジな
どの低木で顕著である。

• ヤクシカによる摂食被害状況調査の結果、マテバシイ、ウラジロガシ、ウバ
メガシなどの萌芽枝や稚樹、ボチョウジ、ヤマモモ、バリバリノキなどの低木
が高い頻度で摂食被害を受けていた。

• シイ・カシ類は、西部地域の照葉樹林を代表する高木性の樹種であり、こ
れらの萌芽枝や稚樹がヤクシカにより摂食され消滅していることは、カシナ
ガによる被害も加わり、将来の照葉樹天然林の更新阻害が懸念される。
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森林植生の被害状況調査結果
－ 被害状況調査箇所 －

 

ヤクシカによる樹木被害の状況

マテバシイへのツノ磨ぎ スダジイ萌芽枝への摂食被害 低木（ボチョウジ）への摂食被害

サカキへのツノ磨ぎ スダジイ萌芽枝への摂食被害 低木（ヒイラギ）への摂食被害

西部地域にはマテバシイ、スダジイ、ウラジロガシ、アカガシ、ウバメガシ、タブノキ、イ
スノキ、イヌガシ、ヤブツバキ、サカキ等で構成される照葉樹林及びヤクタネゴヨウ林が
分布し、低木やシイ・カシ萌芽枝への摂食被害が数多く確認された。
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西部地域における下層植生の
被害状況箇所

カンカケ地区

川原地区 1ヒズクシ地区

半山地区

 

西部地域における下層植生等被害状況

ヤクシカの食害により林床植生は全くなく、シカの踏み荒らし
により裸地化している箇所も見られる。
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西部地域における下層植生の被害状況

下層植生の食害状況、林内には相当程度陽光が入る
にもかかわらず林床植生も食害により全くなく、踏圧に
より裸地化している箇所も見られる。

 

西部地域における萌芽枝への食害、
角研ぎの被害状況

角研ぎの被害 角研ぎの被害
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西部林道地域の植生保護柵設置内容 
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餌付け（ヘキサキューブ･岩塩）を食べる様子 

 

 

 
柵への反応･警戒（成獣♂） 
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